
食品の衛生管理フォローアップ研修会

『現場に活かす！ＦＳＳＣ２２０００改訂対応と実践教育』

FSSC２２０００要求事項が改訂され、２０２４年４月からはFSSC２２０００ ver.６での審査がスター
トします。今回の改訂では審査範囲が拡大し、食品安全に留まらず「品質管理」や「食品ロス」等も
加わるため充分な対応が必要です。また、審査受審には半年程度のｖｅｒ.６運用が望まれるため

早期の構築が重要です。第１部では、実構築につなげられるよう改訂と構築のポイントを分かりや
すくお伝えします。
また、従業員教育の効果が思ったように得られないと悩んでおられませんか？

第２部では、安全で高品質な製品づくりにつなげる効果的な教育方法についてワークショップを交
えながら検討していきます。

🔷申込み方法（以下の①、②のいずれかにお申込みください） 申込み、
①裏面の申込み用紙に必要事項を記入の上、メールまたはFAX送付。
②鳥取県産業技術センターホームページより申込み。
（右のQRコードを読み取ってください）

🔷申し込み先、申込み詳細は裏面をご確認ください。
＊この研修会は鳥取県と連携して開催しています

◇東部会場 ：９月２１日（木） 午後１時３０分～午後４時３０分
鳥取県産業技術センター 電子・有機素材研究所 技術融合化研究室
（鳥取市若葉台南７丁目１－１）

◇西部会場 ：９月２２日（金） 午後１時～午後４時
米子コンベンションセンター 第７会議室
（米子市末広町２９４）

＊９月２２日の西部会場では講義の模様をオンラインでも配信します

◇内容：「現場に活かす！ＦＳＳＣ２２０００改訂対応と実践教育」

第1部：ＦＳＳＣ２２０００ Ver.6改訂のポイント解説

第2部：成果に繋げる実践教育（ワークショップ形式で実施）

●対象者 ：県内の食品企業で、ＩＳＯ２２００、ＦＳＳＣ２２０００、ＪＦＳなどの第三者認証を

取得済み、あるいは今後認証取得を目指す企業の経営者・衛生管理担当者

●定 員 ：東部会場２０名、西部会場４０名、オンライン参加は３０名程度

●申込締切り ：９月１４日（木） 先着順 (申込書は裏面)

講師 フーズアーキテクト（株） 代表取締役 小川 賢 氏

京セラグループや（株）レジェンド・アプリケーションズでＨＡＣＣＰ、ＩＳＯ２２０００の
認証取得支援に携わった後、フーズアーキテクト（株）を立上げ現職となる。
これまでに３００社以上の食品工場にＨＡＣＣＰやＩＳＯ２２０００、ＦＳＳＣ２２０００の認証取得支援、販売戦略な
どのコンサルティングを実施。
農林水産省支援事業研修講師などを歴任。国際ＨＡＣＣＰ同盟認定リードインストラクター。

参加費
無料



「食品の衛生管理技術フォローアップ研修会」

申 込 書
申し込み締切り：９月１４日（木）

１．参加者氏名 （ふりがな； ）

２．会社名

３．所属部署・役職名

４．会社住所 鳥取県

５．会社電話番号

６．会社ファクシミリ番号

７．メールアドレス ＠

＊お申し込み後３日以内に、当方からの確認メールが届かない場合はお手数ですがご連絡下さい。

【お知らせ】
●講師からの個別指導は、会場参加者が優先とさせていただきますので、できるだけ会場への参加を
お勧めします。
●複数人参加の場合は、申込み用紙をコピーしていただき、お一人ずつでお申込みください。
●参加者多数の場合、申し込み締め切り前でも定員に達しましたらお断わりする場合がございます。

申込み先 (地独)鳥取県産業技術センター 食品開発研究所
食品安全・品質技術グループ 専門員 渡邉（ワタナベﾞ）

Mail ： tiit-shokuhin＠tiit.or.jp
Fax ： ０８５９－４４－０３９７

ご希望の
参加方法に☑

会 場 日 時 場 所

□ 東部会場

９月２１日（木）
午後１時３０分 ～

午後４時３０分

鳥取県産業技術センター
電子・有機素材研究所
（鳥取市若葉台南７丁目１－１）

□ 西部会場

９月２２日（金）
午後１時～午後４時

米子コンベンションセンター
第７会議室
（米子市末広町２９４）

□
オンライン
参加

９月２２日（金）
午後１時～午後４時

パソコン・タブレット等の端末とインター
ネット環境が必要です。
参加方法や研修資料は別途送付致します

＊メールでお申し込みの場合は、件名を 「フォローアップ研修会申込み」 としていただき、
下記内容をご記入のうえ送信してください。


